素姓 

中学 時代の 同窓に N という 頭の いい 男が いた。 海軍 

少尉のと き、 肺 を 病って 夭折した が、 この N の 妹の K 

子が 私の 妻と なった。 

妻の 父 は トルストイに そっくりの 老人で 税務署 長、 

村長な ど を 勤め、 晩年 は 晴耕雨読の 境涯に 入り、 漢籍 

の 素養が 深かった。 

私の 生れ は 四国の M 巿で、 妻の 生れ は 同じ 巿の 郊外 

である。 そして 彼女の 生家の ある 村 は、 同時に 私の 亡 

き 母の 実家の ある 村で ある。 だから、 私が 始めて 私の 



た。 家の 中で どんなむ り をしても 外への お 義理 を 欠く 

まいと する 妻 は 激しい 勤労の あとで は 決って 二、 三日 

寝込んだ。 こんな ふうで は 今にまい つてし まう ぞと思 

つてい るう ち、 妻より 先に 日本の ほうがまい つてし ま 

つた。 

身長 は 五 尺ニ寸 ばかり。 女と して は大 がらな ほうで 

ある。 

きりょう は これ は 褒めても、 くさしても 私の 利 

益に ならない。 といって 黙って いるの も 無責任で ある _ 

だが —— 考えて みると 妻 もす でに 四十 四 歳で ある。 彼 

女の 鬢に霜 をお く 日 も あまり 遠い 先で はなさそう であ 



そういう こと はでき ない 性分ら しい。 近 ごろで はこち 

らが 根負けして 好きに させて ある。 結婚 当時の 私の 定 

収入 は 月 百 円、 シナリオ を 年に 二、 三本 書いて、 それ 

が 一 本 二百 円く らいの 相場だった から、 どうやら やつ 

て は 行けた が、 彼女の 衣類が 質屋に 行った こと も 一 、 

二度あった。 昭和 八、 九 年 ごろから 十三 年 ごろまで は 

一番 楽な 時代で、 この間 はずつ と 八 百 円く らいの 月収 

があった から、 保険 を かけ、 貯金 をし、 家具 を 備え、 

衣類 を 買う ， J とがで きた。 

昭和 十三 年に 私が 発病して から は 彼女の 御難 時代で、 

ことに 現在で は 当時の 半分し か 収入がない うえに、 物 
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